
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上小地域） 

平成２８年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取り組み  

 

 

事業名 別所線と走ろう、歩こう、ラン＆ウォーク 

事業主体 

（連絡先） 

別所線と走ろう、歩こう実行委員会 

事業区分 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 3,136,000円（うち支援金：935,000円） 

①地域の交通インフラであり、生活

文化資産でもある別所線の存続

支援および観光・健康イベントの

開催により、地域活性化に寄与す

る。 

②地域関連団体、住民との協働で企

画、運営することで地域振興活動

への意識を高める。 

③イベント開催を契機に健康スポ

ーツをテーマにインバウンドツー

リズムにつなげていく。 

※自己評価【A】 

【理由】 

・リピーター参加が増え、信州上田、塩田、別所温泉を

さらに知って頂くことに貢献できたと自負している。地

域の方々と協働し目的に向かって活動できるようにな

った。 

 【目標・ねらい】 

 

・開催を重ねる（８回目の開催）ごとに、参加者も増え、

宿泊者も増えてきた。 

・毎回全国から約 450名が参加し、100名の地元スタッ

フが様々なかたちで参加している。 

・支援金の活用により、運営・企画内容を充実させるこ

とができた。 

・健康・スポーツイベントである第８回別所線と走ろう、

歩こう、ラン＆ウォークの開催（５月 21日）。 

・当イベントを中心とした健康・スポーツイベントの

WEB等による情報発信の開始。 

・第９回、10回の開催を見据えて、単なるイベント開催

に終わらせることなく、波及効果を起こせるよう、さら

に充実した内容にしていきたい。 

・情報発信活動を積極的に行い、実施イベントを契機に、

インバウンド観光を推進していきたい。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 


